2020年７月30日
学生および講師・教職員各位
【更新】
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽへの対応について
（※網掛け部分を更新しました）
東京ファッション専門学校
表題の件につき、最新の情報に基づき再検討し、修正しました。
１．基本的なﾙｰﾙ　　（下記の通り対応してください。）
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　　　上記の流れと異なっても、新型コロナウイルスのPCR検査を受けることになった場合、または受けた場合は、至急担任（または学生担当主事）に連絡してください。
※　在校中に体調が悪化した場合
・備え付けの検温機（体温計）で計測してください。
・37.5度以上の発熱、倦怠感がひどい場合は、速やかに下校し、上記の対応をしてください。
 ・37.5度未満の場合についても、担任～学生担当主事に報告の上、指示を受けてください。
２．新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染が確認された場合について
１）登校停止期間について
1 感染した場合
・Ａ　初期対応　　　速やかに登校停止および報告
・Ｂ　濃厚接触者がいない場合　　「退院後」または「医師の指示による自宅療養解除後」、
3日間の登校停止
・Ｃ　濃厚接触者がいる場合　　下記Ｆと同期間、登校停止（ただし入院等が14日以上とな
る場合、「退院後」または「医師の指示による自宅療養解除
後」、3日間の登校停止）
2 濃厚接触者となった場合
　・Ｄ　初期対応　　速やかに登校停止及び報告
※後日、保健所に濃厚接触者として認定されなかった場合は、翌日より
登校可能
　　・Ｅ　陽性だった場合　　上記BまたはＣに従う
　　・Ｆ　陰性だった場合　　濃厚接触翌日より、14日間の登校停止

3 濃厚接触者と一定の接触があった場合
・Ｇ　初期対応　　速やかに登校停止および報告
・Ｈ　濃厚接触者が陽性だった場合　　自身が新たな濃厚接触者となるため、上記Ｄ～Ｆに
従う
・Ⅰ 濃厚接触者が陰性だった場合　　確認翌日より登校可能
２）登校停止期間の出席上(勤怠上)の取扱いについて
①感染した場合　　インフルエンザ等と同じように、学校保健安全法第19条に基づき、出席停止の扱いとなる(教職員は当校就業規則第41条に基づき、同等の扱いとする)
②本人の感染以外で登校停止に該当する場合　　上記①と同じ
３．各種報告先　
※対象の先生がいない場合は、代理の先生へ報告してください。
	学生
	担任を通して学生担当主事～校長まで

	講師・教職員
	教務・学生担当主事を通して校長まで


４．国内外の移動について
１）帰国（留学生の）およびﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄの旅行・移動について
	海外帰国
	国・地域に関わらず、当面の間、原則として禁止します。

	海外旅行
	

	国内旅行
	6月19日（金）以降、解禁をしていますが、最近の感染者数増加に鑑み、必要性とリスクを勘案し、従前以上に慎重に判断してください。また感染防止を十分心がけてください。


２）海外滞在歴がある場合
・帰国翌日から14日間は登校停止とし、速やかに報告してください。
　（滞在地、滞在期間、感染者との接触の有無等）
・その後発熱等の症状がないことを確認の上、登校してくだい。（症状がない旨を報告）
5．時差通学について
　 ・満員電車による接触をできるだけ避けるために、下記の通り時差通学を継続します。
　　　　対応）　通常午前9:30の登校時間を、10:10に変更（6～7月＝11:10からの変更）
　　　　期間）　2020年8月3日（月）～当面の間
　　　　　　（終了日については、決まり次第、校内で連絡します）

　　　　　　※なお、この期間は1時限を80分として対応します。
6．その他
１）自己健康管理の徹底
①手洗い
・必ず石鹸を使用し、下記のﾀｲﾐﾝｸﾞで30秒以上、丁寧に洗うことを心掛けてください。
　　　ⅰ）登校時、外出から戻った時
ⅱ）食事や休憩の前
　　　ⅲ）ﾄｲﾚ、外出の後
　　　ⅳ）不特定多数の者が触るようなものに触れた後
②ﾏｽｸの着用
・通学時、および校内では、マスクを着用してください。
③その他
・休日も含めて毎日必ず検温してください。
・手で口、鼻、目やその周辺を触らないようにしてください。
・校内で飲食・喫煙する際は、会話を避けてください（会話の際は必ずマスクを着用）。
　２）情報収集
　　・新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に関連し、ﾒｰﾙ、SNS等で誤った情報や迷惑ﾒｰﾙが流れています。
行政機関のｳｪﾌﾞｻｲﾄ等で真偽を確かめ、ﾁｪｰﾝﾒｰﾙ等に惑わされないようにしてください。

　
【厚生労働省の新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽに関するQ＆Aｻｲﾄ】
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html

以　　上



熱がなく、体調に問題ない場合は


登校してください。








登校前に毎日必ず検温して下さい。








37.5度未満の発熱がある場合


体調がすぐれない場合








37.5度以上の発熱など


風邪の症状がある場合


（担任を通して学生担当主事～校長へ報告）








無理せず休むことを推奨














登校停止








37.5度未満に解熱する等、


3日以内に風邪の症状が治まった場合


（重症化しやすい基礎疾患のある方を除く）





・息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状がある場合


・重症化しやすい基礎疾患がある方で、風邪の症状がある場合


・発熱等の風邪の症状が4日間続く場合











解熱翌日より、３日間自宅待機の後、登校


（登校開始後7日間は、経過観察に努める）





最寄りの帰国者・接触者相談センター、医療機関等に電話の上、指示を仰ぐ


（検査をすることになった場合は、担任を通して学生担当主事～校長へ報告）
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今後の状況により、各種対応策を見直す場合があります。　


その際は、校内連絡や本校公式サイト内でお伝えします。








